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少年と罪 事件は何を問いかけるのか　中日新聞社会部 編
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人を殺してみたかった――
社会を震撼とさせた重大少年事件の加害少年たちが漏らす
衝撃的な言葉に戸惑う大人たち。しかし、社会は罪を犯した
子どもたちの心の闇に本気で向き合ってきたのだろうか。
20以上の重大少年事件の当事者を丹念に取材し、
加害少年の背景や内面、被害者家族の悲嘆と苦悩、
加害者家族の過酷な現実を描く渾身のルポ。

● 定価：本体1600円＋税
● 判型・製本・頁数：四六判・並製・272頁
●ISBN 978-4-909753-00-7　C0036

第１部　戦後史に残る２つの少年事件
第１章　「Ａ」、２０年
第２章　木曽川・長良川連続リンチ　
　殺人事件

第２部　ネットの魔力
第３章　翻弄される少年たち
第４章　ライン殺人事件

第３部　加害者家族、被害者家族　
第５章　ある「通り魔殺人」から
第６章　さまよう家族

第４部　更生を阻むもの、支えるもの
第７章　塀の中へ再び

第８章　更生への道
第９章　生と死の境界で
第10 章　少年法改正議論を考える

第５部　元名大生事件
第 11 章　元名大生は何を語ったか
第 12 章　解明されなかった闇

終 章　取材ノートから

インタビュー●雨宮処凛氏／スマイリー
キクチ氏／薬丸岳氏／土井隆義氏など

［人文社会・ノンフィクション・教育］ご担当者様

   10月新刊のご案内

ご注文冊数

10月9日出荷開始　
見計らい配本はありません

「問いと語らい」を大切にする
2018年創業の出版社

2017年３月～2018年3月まで掲載し、
大きな反響のあった長期連載を加筆・
修正し、書籍化しました。保護者の方
や先生、支援者の方など子ども関心を
寄せるすべての方におすすめします。
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中日新聞好評連載がついに書籍化！
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」20以上の重大少年事件を丹念に取材し、加害少年の内面、被害者家族の悲嘆と苦悩、加害者家族の過酷な現実を描く渾身のルポ。中日新聞の好評連載の書籍化。


